

































































期 (1900～1914年)、 再建国際金本位制期 (1925～1931年)、 金本位制
離脱後 (1931～946年)と結びつけて、私は、ケインズを、初期ケインズ







































































































































































































































とにする。しかし、第 3戦の切符が手元にある以上、テレポー ト (身体移動)
を活用し、まず、一度、3塁側から1塁側に席を移し、再度テレポー トして、
福山の自宅書斎で、切符を握 り締め、テレビ観戦に活かすことにしたい。」




































































































































































ンズは、弟子 R.F.ハロッドに宛てた手紙 (1938.7。4、 1938.7.16)で、「政
治経済学」者で自身は満足していないことを示し、「人間学としての経済学」
者でなければならないとしている。そのことは、回想録「若き日の信条J(1938
年)を読めば、ケインズの苦悩を具体的に把握することができる。したがって、
1930年時点で、歯科医と比較される経済学者は、中期ケインズの 「貨幣論学」
者としての言なのである。
次に、「野の百合のような人Jとは、私的生活における高潔な生活術の達人
を指すことはいうまでもないであろう。
さらに、豊かな時代が到来したときに、世界をリー ドする国は、軍事大国
でもなく、単なる経済大国でもないことを示している。世界で尊敬される国
は、政治、経済、軍事、技術、文化に優れた国であり、政治、経済、軍事、
技術は、その国の文化に裏付けられて意味を持つのである。その場合、文化
は、精神文化を指し、学術、芸術、宗教、教育等なのである。国家が一人ひ
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JoM.ケインズについて一「わが孫たちの経済的可能性」(1930年)一
とりの国民によって構成されている以上、優れた政治家、実業家、軍人、技
術者、文化人のリーダーシップを必要とすることはいうまでもないが、前記「野
の百合のような人」が国民の私的側面を示すとすれば、公的側面においても、
一人ひとりの国民に求められているものは、それぞれの職場においての高度
な専門性なのである。一人ひとりの国民が公私両面においてその責を果たし、
一部の政治家、実業家、軍人、技術者、文化人に国を委ねないことが肝要な
のである。
さらにまた、余暇の過し方からすれば、日常生活において、仕事と余暇を
区別するのではなく、 日々、緊張感を持って社会に接することである。ホン
ネでマコトを語ることは、公私両面においてであり、マコトを信頼に結びつ
ける高潔な日常生活の達人を、国民一人ひとりが目指すために、「余暇Jは活
用されなければならないのである。
ケインズの 「わが孫たちの経済的可能性Jの結論、「経済問題が一――将来を
見通すかぎリー 人ー類の恒久的な問題ではないことを意味する」は、以上の
考察から、狭義の経済問題となり、晩年のケインズが目指した 「人間学とし
ての経済学 (モラルエコノミクス)」 からすれば、ケインズの言う狭義の経済
問題が解決したとしても、広義の経済学の問題は残 り、広義の経済学の問題
解決は、われわれの手に委ねられたことになる。
<なお、ケインズの著作からの引用は、『ケインズ全集』(イギリス王立経済
学会編、東洋経済新報社、1977年～ )の翻訳によった。>
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